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◆はじめに

2021年６月現在、都道府県に発令中の「新型コ
ロナウイルス緊急事態宣言」は、６月１日から
20日までの延長期間に入り、沖縄と合わせて10
都道府県での発令となった。
一方、ワクチン接種が高齢者より進むものの、
この夏には「第5波」の到来を懸念する声も多い。

◆エアロゾル感染予防エアフィルターの開発
“３密防止”が叫ばれて久しいが、密閉空間、近
距離など限られた条件下で空気中の浮遊粉塵に
付着したウイルスで感染する「エアロゾル感
染」に適したエアフィルターがないことから、
富士フイルム社「持続抗菌剤・Hydro-Ag＋（ハ
イドロ・エージープラス）」技術を応用した感
染予防フィルターを開発した。ビル用セントラ
ル空調を改善する“空調設備のマスク”とし、“よ
り安全・安心”に寄与するものと位置付けている。
なお、同製品も当社製品のコンセプトである洗
浄再生フィルター（新品×1回・洗浄3回）であ
る。

既存施設の中性能フィルター再利用による感染防止
フィルター経費の捻出
3,000㎡以上の建築物に採用されている「使い捨て中性能フィ
ルター」を「洗浄再生型」運用に変えることで、「約3割の経
費削減」と「50％のCO₂削減」が見込める。
「感染予防フィルター」は、三井住友フィナンシャルリース
（株）が「リース契約」を結ぶ仕組みで、費用を掛けない「感
染予防対策」をご提案したい。

市民の評価SDGsの低炭素

3割削減された費用「使い捨て」
↓

「洗浄再生」
市内「放課後児童クラ
ブ」の“室内空気質改善”地方自治体

大 学

【LC（CO₂）50％削減】

3割削減された費用セントラル空調
（エアハン）

天井カセット対応

【LC（CO₂）50％削減】

食堂・コミュニティ

民間企業 3割削減された費用セントラル空調
（エアハン） 天井カセット対応

【LC（CO₂）50％削減】

厚生施設他
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1：経費捻出、CO₂削減根拠（3,000㎡以上の施設）

使い捨て中性能フィルター（半世紀前の大気塵濃度を基準）から洗浄再生フィルターで経費、CO₂削減を目指す。

①背景（劇的な空気環境の変化）
令和1年大気塵濃度の推移【環境省】

②目標とする各種削減率

・フィルターコスト △40％削減

・CO₂排出量 △50％削減

・人件費 △80％削減

【使い捨て】 【洗浄再生型】（4回使用）

【東京都健康安全研究センター】

④洗浄再生4Rフィルター基本コンセプト

③運用費削減

SDGs（脱炭素社会）貢献



2：削減ポイント SDGs（脱炭素社会）貢献

②人件費削減

①フィルター購入コスト削減 ③電気代削減

経費の削減

【削減事例】

羽田空港第２旅客ターミナルは、プレフィルタ清掃を毎月140台の空調機で実施

588人/年間 48人/年間 に減少。フィルタ清掃人工

商業施設

「博多座」

給気ファン ２８％削減
排気ファン ２３％削減

公共施設
「羽田空港
第2旅客ターミナルビル」

送風機動力
10.5％削減

オフィスビル
「青山OM-SQUARE」

定風量空調機 １８％削減
変風量空調機 9.1％削減



2：削減ポイント SDGs（脱炭素社会）貢献

4年で4回廃棄と4年で1回廃棄を比較

CO₂排出量 50％削減

CO₂排出量・電気代の削減事例

LC（CO₂）排出量の削減

フィルターの廃棄に伴う



感染予防フィルター富士フイルム株式会社 Hydro-Ag⁺技術でエアロゾル感染予防

スギ花粉

ダニ

塵・微生物

汚れた空気

（従来）中性能フィルター
除塵機能のみ

Hydro-Ag⁺「持続除菌」技術

（今回）中性能フィルター
除塵機能＋抗菌機能

抗菌機能持続抗菌性なし

アルコール除菌に、銀系抗菌剤×
超親水コートによる持続性をプラ
スした「持続除菌」

（富士フイルム株式会社資料より）

製品紹介



感染予防フィルター感染予防（エアロゾル感染）エアフィルターの導入事例

放課後児童クラブ感染予防対策フィルター導入事例
富士フイルム株式会社と技術提携し、同社独自の「Hydro-Ag⁺」技術
を活用した業界初の“超親水性持続抗菌フィルタ”（感染予防対策フィ
ルター）を開発。
川口市内公設の放課後児童クラブ41施設で導入いただきました。
【埼玉新聞（５月11日付）に記事が掲載】

川口市鳩ケ谷庁舎
（2020年11月）

戸田市役所
（2020年12月）

川口市立高等学校
アリーナ棟
（2021年2月）

地元市庁舎等に導入

記事紹介

市庁舎

体育館（避難所）
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